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も
っ
と
き
め
細
か
い

測
定
を

　

一
昨
年
の
福
島
第
一
原
発

の
事
故
後
、
春
日
部
市
で
は

市
民
の
要
望
を
受
け
て
、
平

成
23
年
に
は
市
内
の
す
べ
て

の
小
中
学
校
の
放
射
線
量
測
定
を
独
自

で
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公
園
や
保
育
所
、
幼
稚
園

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
過
ご
す
こ
と
の

多
い
施
設
の
測
定
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
は
、
月
１
回
、
４
か
所
で
定

点
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
き
め
細
か
い
測
定
を
望
む
市

民
の
声
に
対
し
て
は
、
定
点
観
測
や
県

の
測
定
結
果
を
み
て
も
大
き
な
変
化
は

見
ら
れ
な
い
の
で
、
今
後
変
化
が
あ
っ

た
場
合
に
は
測
定
地
点
を
検
討
す
る
、

と
い
う
方
針
だ
そ
う
で
す
。

土
壌
や
食
品
の

放
射
性
物
質
の
測
定
も

　

春
日
部
市
で
は
現
在
、
学
校
や
保
育

所
の
給
食
に
つ
い
て
は
、
調
理
済
み
の

１
食
分
の
放
射
能
汚
染
の
有
無
を
検
査

機
関
に
依
頼
し
て
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
・
保
育
所
で
平
均
し
て
年
３

回
し
か
測
定
で
き
ず
、
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
が
食
べ
た
あ
と
の
測
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
も
っ
と
回
数
を
ふ
や
し
、
調

理
前
に
は
か
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
要

望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
の
自
治
体
で
は
、
す
で
に
機
器

を
購
入
し
、
給
食
の
食
材
だ
け
で
な
く
、

土
壌
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
測
定

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
の
影
響
は
、

ま
だ
収
束
し
て
い
ま
せ
ん
。
市
が
独
自

で
機
器
を
備
え
、
測
定
で
き
る
態
勢
を

整
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
税
金
を
使
わ
な
く
て
も
で

き
る
工
夫
を

　

春
日
部
市
で
も
、
家
庭
で
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
と
き

に
、
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
再
整
備
に
併
せ
て

行
う
方
針
と
、
消
極
的
な
姿
勢
で
す
。

　
埼
玉
県
で
は
、
民
間
の
発
電
事
業
者
に

公
共
施
設
の
屋
根
や
遊
休
地
を
貸
し
出

し
て
太
陽
光
発
電
を
促
進
す
る
「
屋
根
貸

し
制
度
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
民
間
の
住
宅
で
も
利
用
で
き
る
な

ど
、
多
く
の
自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
飯
田
市
を
中
心
に
す
る
南
信

州
地
域
で
は
、
市
民
か
ら
小
口
の
出
資

金
の
提
供
を
受
け
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
「
お
ひ
さ
ま
発
電
所
」
が
好
評

で
す
。
税
金
を
投
入
し
な
く
て
も
、
市
民

や
民
間
と
の
協
働
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
発
電
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い

る
時
代
で
す
。
　

　
春
日
部
市
で
も
電
気
を
遠
方
の
大
規

模
発
電
所
に
全
面
的
に
依
存
し
な
い
こ

と
は
課
題
の
一
つ
、
と
認
識
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
今
後
も
実
現
可
能
な
方
策
を

提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　「春バス」は、平成２４年度から、
・春日部市役所⇄増戸循環
・粕壁〜幸松地区⇄庄和地区
　の２路線で運行しています。
　運行をはじめて 5 か月の段階で、
・運行経費　1150 万円
・運賃収入　  230 万円
　差し引き 920 万円の赤字とのことでした。
徐々に乗客数が増えると予測して、最終的に
は年間１路線で 800 〜 900 万円ほどの補
助金が必要ではないか、と見込まれています。
すると、計画通り４ルートで運行することに
なると、年間 4000 万円近い補助金が必要
になります。
　今後１週間に３日運行の路線は毎日運行に
するなどの改善で利便性を高め、乗客数を増
やすとのことです。また、公共交通なので、
赤字だから問題とはいえない、というのも理
解できます。しかし、乗降客が少ないという
ことは、「市民のだれもが ､ いつでも、便利
に利用できる公共交通」という目的の一つか
らは、大きくはずれていると思わざるを得ま
せん。
　高齢化が進む春日部市では、これから公共
交通の必要性が高まってきます。
　「空気を運ぶのではなく人を運んで」とい
う多くの人の願いに応えることのできる公共
交通にするために、これからも他の自治体の
事例を研究し、提案していきます。

昨
年
か
ら
の
課
題
に
、

今
年
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

放射能汚染
対策

電力の自給自足
への取り組み

春バスは
便利になった？

飯田市では「おひさま発電
所」であることを示すパネル
をあちこちで見かけました。

春バスは相変わらず
空席が目立ってませ
んか？　




